
報 告

熱帯 アジアにおける農業研究機関の現状

渡 部 忠 世

タイ国の農業技術調査に参加 した機会に,1964年の

2月から5月にかけて,その他のアジア諸国,すなわ

ちイン ド,西パキスタン,セイロン,マレーシア,フ

ィリピンおよびタイワンを歴訪 して,主な農業研究機

関の現状を視察 したoこれら諸国での滞在 日数はちょ

うど2か月という短期間ではあったが,各国における

研究課題や学問的水準を知 りえたのと同時に,それぞ

れの国における農業上の問題点をおおざっぱながらに

うかがいえたと思 う｡また従来から論文の上だけで名

前を知っていた同学の人達と数多 く接することができ

たことも,あわせて今後の研究,調査の上にプラスす

る点が非常に大きいと考えている｡

本稿ではタイ国を含めて上の諸国の主な農業研究機

関の現状を紹介するわけであるが,筆者の専門の関係

で稲作研究の分野にかたよっていることを予めおこと

わりしておく｡

なお本調査旅行の経費は京都府の海外研究派遣費か

ら特別に支出されたものであり,ど

配慮を賜った蟻川知事に厚 く感謝す

る｡

またこの調査の計画と実現につい

て京都府立大学木村光雄学長,京都

大学東南アジア研究センター岩村忍

所長,東南アジア研究センターの当

時のバンコック事務所長本間武博士

および FAOの N.Parthasarathy

博士から賜ったど援助に対 して,こ

の機会に更めて深 くお礼を申し上げ

る｡ もちろん各地でお世話を頂いた

各国の研究者や在留邦人各位のど好

意 も筆者は長 く忘れえ ないであろ

う ｡

1) CentralRiceResearchInstitute(Cuttack4,

Orissa,India)

Calcuttaから飛びたったインド国内航空の DC-3

は3時間余で Orissa州の新首都 Bhubaneswarに

着 く｡ここか ら自動車で約40分,研究所の所在地であ

り,またインド東部の米作地帯の中心地の一つでもあ

る Cuttackに到着する｡TaldandaCanal沿いの正

門からみると,右側に約 175エーカーの水田が区劃整

然とならび,正面に1946年の創立以来数回にわたって

建て増 しされてきたという本館と研究室棟がつながっ

ている｡圃場の整備といい研究室の建物といい,後で

述べる IRRIと共に熱帯 アジアに おける稲作研究所

の双壁というにふさわ しい｡

この研究所の仕事は,稲および稲作に関する基礎的

研究,インド稲作農業に関する応用的研究,稲に関す

る情報センターとしての機能などが目的とされている

が,同時にイン ドのみでな く南アジアあるいは東南ア

写真 1:CRRIの正門から木館をのぞむ
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ジア諸国ujl,i維巨技術者のためU)訓練機閑として,Jj役割

や稲品種の Geneticstock の Center としての役

刊などを持ち,稲研究機関としては国際的評価も高い｡

1952年以来,数回にわたって InternationalTrain-

ingCourseonRiceBreedingが開かれたりしたい

も,こういう背景からである｡なお,この研究所は 3

つC,jSub-Stationを持ち, PortCanning(West

Bengal州)と Monkompu(Kerala州) ではそれ

ぞれ塩害 ･冠水害に関する研究,Hawalbagh(Uttar

Pradesh州)では高冷地稲作の 研究が行なわれてい

ろ｡

研究所には約 60名の研究者がいる｡現所長は Dr.

R.H.Richhariaであるが, 初代所長であった Dr.

K.Ramiah(1946-′51)以来,Dr.S.Ramanujam

('51-'52),Dr.N.Parthasarathy('52-'56),Dr.

壬～.L.M.Ghose(′56-′58)といずれもインドの代表

的稲作学者が所長を 歴任 している｡ 研究者〕つ中には

Botanistの Dr.B.Misroのように研究歴の古い人

もいるが,多 くの研究室長が40才前後で非常に若い研

究者層から成り立っているのが目につ く｡

研究所は次の10の研究室 (Division)から構成され

ている｡すなわち,Agronomy,Botany,Agr.Chem-

istry,Agr.Entomology,PlantPathology,Sta-

tistics,PlantPhysiology,Algology,RiceTech-

nology,Agr.Engineering である｡ PlantPbys-

iology以下 4つの Division の創設は新 らしいとい

う｡ こレつ他に Farming and Extentionが圃場管

班,奨励品種の配布,各種の普及活動をつかさどり,

また普及員や農民を対象とする TrainningClassを

併置している｡

各 Divisionの研究内容であるが,聾者の専門に近

い AgI.OnOmy,Botany,PlantPhysiology など

について のみ 紹介 して他を省略する｡ Agronomy

Divisionの主な仕事は(1)施肥に絹する実験, (2)栽培

方法に関する実験, (3)作付体系に関する実験に大別さ

れる｡(1)については品種 ･栽植宮窪 ･窒素施用量の侵
合試験,尿末葉面撒布など,jj新肥料の肥効,堆陀副tilの

肥効,緑肥施用効果についての試験などで,特に日新

らしい項目もない｡ (2)では要水量と藩凱時期に闇する

試験,播種密度と栽植密皮の試験などと共に,除草剤

施用を含む除草についての音程の試験が1960年以降さ

かんに行なわれてい二J)も-一つJつ傾 向といえよう｡(3)

に関しては,水稲二偶作や水江日嗣′F(Jute,Pea-nut,

緑肥など)の研究｡ 二の中では MiscellaneousEx-

perimentが興味深い｡Madras州の低湿地などで行

なわれていろいわゆろ udu に関する試験で あらが,

品種の組み合せや収穫方沃 (特に早_/I:_種_ojうナi:どミ~ー/)

いて成果をあげている｡

BotanyDivision は Genetics,Breeding,Cy-

tologyの部面を拒当している｡他C/)Divisionとくら

べて研究者も多 く,施設もととU)ってい,?'ようこrLLわ

れるO歴代所長の多 くがここL,j研究者であったことか

ら推 しても, この研究所の｢国をで あるといって よい

だろう｡この部門C/jBreeder達が主に参劃してい,Yj

SchemefortheEvolutionofJaponicaxIndica

では高収量,耐肥性および早熟性などを主な対象とL

て交雑と選抜が行なわれているが,FAO を通 じて後

代,いわゆる CuttackHybridは東南アジア各円に

送 られ,そこでさらに選抜が加えられていろことは有

名である｡マラヤにおけ,7jMalinjaの育成はそJI)成

功例として知られているが,一般には所期の目的が十

分に達せ られなかったことが反省されていた｡ しか し

ニul)種の実験は全国の州立試験場と連絡しながら今1-I

でも精力的に行なわれている (,この他,主な研究項目

･JL-列記する｡

i) Breedingforhighyieldandlow photo-

sensitivity

ii) Studyoflodgingandbreedingfornon-

lodginghabit

iii) SurveyofthefloraofOryzaspeciesfor

usefulgenes

iv) Embryologicalstudies

v) Chromosomevariantsinrice

vi) Originandevolutionofcultivatedrice

PlantPhysiologyの研究室は新らしい Division

で研究者もす くないたれ 研究内容が(1)耐早性(2)耐塩

悼(3)日長感応(4)ホルモン施用効果の4つ位に限定され

ていた｡施肥と植物栄養に関すろ実験も始められてい

るが,Agr.ChemistryDivisionにおける仕串の方

が本格的である｡植物栄養に関して緑藻執刀研究が新

らしく始まっていろのは,インドのみでなくアジア諸

国の施肥事情から考えると,今後の成果を注目してよ

い分野の一つであろう.

2) StateRiceResearchStation,WestBengal
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(Chinsurah,Dist.Hooghly,WestBengal,India)

インドに おける試験研究機関は少数の 国立のもの

(前掲の CRRIのごとく)を除 くと, 大部分は州立

である｡各州の試験研究機構は一様でないが,一例と

して WestBengal州についてみると次のように組織

されている｡

(1) StateAgriculttlralResearchInstitute

i) EconomicBotanySection

ii) CropResearchSection

iii) SllgarCaneResearchandDevelopment

Section

iv) PotetoResearchSection

(2) StateHortictllturalResearchStation

(3) SeedTestingOrgarLization

各々に属する分場,支場がさらに各地に散在する

が, 表記の RiceResearch Stationは Economic

Botany Section(NataiiSubhasChandraBose

Rd.,Tollygunge,Calcutta-40)に属する｡Calcutta

の北約40km,Hooghly河沿岸の低湿米作地帯の中心

に位置する｡なお EconomicBotanySection で取

りあつかって いるのほ̀稲の他に コムギ, オオムギ,

トウモロコシ, エンバクの禾穀類に限 られ,一方の

CropRescarchSectionがナタネ,ゴマ, マメ科作

物などを対象としている｡

稲作の研究は

(1) Boropaddyresearchscheme

(2) Saltandfloodpaddyresearchscheme

とにしぼられ,地域の特殊事情を研究に反映させてお

り,この2点について生理 ･生態の研究と育種が行な

われている｡ノ4∽α〝が栽培面積としてほ最大である

が,一帯の低湿地では Boro(11月頃-3･4月)の

栽培も多いわけである(ちなみにAusは5月～8月)｡

したがって日長の問題は焦点の一つで古 くから研究が

進められてきた｡主任の Dr.B.N.Ghoshは東大の

野口研究室からこの問題で学位をえたと聞 く｡塩害と

冠水害の問題については基礎的な研究が余り進んでい

ないようであるが,抵抗性品種の選抜に期待をかけて

いるように思われる｡

もちろん州立の試験場の性格として,奨励品種の決

定,肥効試験などが約60ェ-カーの実験圃場の大部分

を占めているわけである｡ ちなみに稲に関する Cy-

tologistとして著名であった Dr.H.K.Nandiが州

の DirectorofAgricultureとして本場の最高管理

者でもある｡

3) IndiarLAgriculturalResearchInstitute(New

Delhi-12,India)

イン ドの国立の農業研究機関は上の CRRIの他に,

i) Indiam InstituteofSugarcaneResearch

(U.P.)

ii) SugarcaneBreedinginstitute (Coimba-

tore)

iii) CentralPotetoResearchInstitute(Pun-

jab)

iv)IrLStituteforOilCrops(Bogor)

Ⅴ) Central AridZone Research Institute

(Rajasthan)

などがあるが,これらの総元締あるいは日本の農技研

的性格のものが表記のIARIである01936年にBihar

州の Pusaから移転 したが, 現在でも Pusalnsti-

tuteの名前でとおっている｡

本場は NewDelhiの西郊約 6kmあたりにあるが,

国内各地に14の Substation と多数の Soilsurvey

用の Centerをもっている｡研究所は次の13の Div-

isionから組織されている｡

i) Agronomy

ii) Botany

iii) SoilScience& Agr.Chemistry

iv) Agr.Physics

v) SoilMicrobiology

vi) All∫ndianSoil& LandUseSurvey

vii) Mycology& PlantPathology

viii) Entomology

ix) Horticulture

x) PlantIntroduction

xi) Agr.Economics

xii) Agr.Extention

xiii) Agr.Engineering

広大な構内に中央図書館 (東洋有数といわれる彪大

な蔵書と近代的な閲覧設備を そなえている)を 中心

に,これら Divisionの建物, Hotel,職員の大小様

々な宿舎,子供のための教育施設 (HighSchoolま

で),郵便局,警察, 消防署までを持ち, いわば一つ

の InstituteTown というべきであろう0850エ-

カーの圃場 もよく整備されている｡職員も所長の Dr.
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写真 2:IARIの中央図書館附近

B.P.Pal以下 500名に近 く,また後述する大学院に

約450名の学生が在籍 している｡

こうした大きな研究施設の全体を短期間の 滞在で

は明らかにするすべもない｡ 以下に Agronomyと

Botanyの Divisionにおける研究のあらましを紹介

する｡

AgronomyDivisionには CoodinatedAgrono一

micExperiments,SoilFertility,FieldCrops,

VegetableCrops,WeedControl,SprayFertili-

zation& TissueCulture,Irrigation,Statistics,

Dairyの 9つの Sectionが あり, 1つの Section

に おのおの 1人の agronomist, 1人の associate

agronomistと1-2人の rese-

arch assistantがいる｡ 対象作

物ではコムギが主体で,ナタネ,

エソバク,餌料作物,緑肥作物,

タバ コなどがとりあげられている

が,稲やサ トウキビは上掲のそれ

ぞれの専門的研究機関にほとんど

まかされている｡

この Divisionの仕事は大部分

が圃場実験で,生理に関する尖輪

は BotanyDivisionがうけもっ

てい,7,｡ したがって広い実験区を

使用 しての播種密度,施肥量,戟

培管理の方式などについての実験

には,とりたてて新 らしい課題や

方法もみられなかった｡室内の研

究設備はガラス器具や薬品にいた

るまでかなり貧弱で,二次産業で

の貧 しさがこうした点に及んでい

るとみられる｡

Botany Division は次のよう

に組織されてい′/J｡

i) CerealLaboratory

(PlantBreeding)

イ)Maize ロ)Sorghulll

-)Wheat ニ)Barley

/it) Minor Millets

iD Genetics

イ)Immunogenetics

ロ)BiocbemicalG.

-)BiometricalG.

iii) Cytogenetics

イ)RadiationG. ロ)Cytology

-)DrosophilaManualia

iv) PlantPhysiology

イ)FundamentalP. 口)AppliedP.

Geneticsには3ェーカーの GammaGarden が付

属 しており, Cobalt60の照射による mutantの作

成が行なわてれいる｡

この Divisionにおける研究内容は上の組織からも

わかるように多岐にわたっているが,いずれもす ぐれ

た業績をあげていることはよく知られている｡筆者の

写真 3:IARIの GammaGarden
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特に関心を持った Physiologyの分野でもVernali-

zation,光合成, 水分生理, 窒素代謝 などに わたっ

て,息の長い正統的な仕事が中心になっているのはイ

ギ リス風とでもいうのであろうか｡事実ここの主な研

究者はイギ リスで教育を受けた者が多い｡

塙後に,この研究所に付属する大学院 (Post-grad-

uateSchool,IARI)の組織を簡単に紹介 してお く｡

M.Sc.とPh.D.の両コースは一学年の定員がそれぞ

れ 100名と50名で前者は2年,後者も学位をとるのに

最低 2年の在学が要求されている｡上述の各Division

(SoilSurvay と Plantlntroductionを除 く)にそ

れぞれ 1名の教授, 3名の助教授と3名の助手が配属

されて指導に当るが, 各 Sectionの主任研究者 も指

導と講義を受けもっている｡なお学生のうち稲を専攻

する者は Doctorコースの期間を上掲の Cuttackで

研究に従事 している場合が多い｡

この大学院は Jointlndo-American Team on

Agr.Research& Education の勧告によって創設

(1958)されたためにアメリカ流の組織が多 くとられて

いると聞いた｡ 学生は自分の専攻科目の他に Divis-

ionの所定単位を Minorfieldとして履修すること

が要求され, たとえば Agronomyに所属する学生

は,Botany,PlantPhysiology,PlantBreeding

& Genetics,CropProtection,SoilScience,Exp-

erimentalStatistics,Pomology,01ericultureの

いずれかから Minorfieldを選ぶことが必要で, い

わゆる専門閉塞におちいることのないように配慮され

ているoMasterコースの講義内容をみると,Princi-

plesofCrop Production,Crop Geography&

Ecology,WeedControl,Cereal& PulseAgro-

nomy,IndtlStrial Crops,Fodder& Pasture

Grasses& theirManagement,SoilFertility&

Fertilizers,Irrigation,Soil& WaterConserva-

tion,RuralSociology,MethodsinExtension,

GenesisofCommunityDevelopment,Extention

Evaluation,RuralEconomics,FarmManagement

&CostAccounting,ProductionEconomics,Agr.

Marketing,Agr.Prices,Agr.CO-operationな

どとあり,毎 日の半分は講義をうけるようになってい

る｡

筆者は日本の大学院の実情にくらいから彼我の比較

はできないが,研究 ･教育 ･普及がす くな くとも外観

上一貫 して行なわれるシステムは今後の農業教育のあ

り方として共感するところが多い｡

4) AyubAgriculturalResearchlrLStitute(Lyall-

pur,W .Pakistan)

現大統領 AyubKhanの名を冠 した西パキスタン

最大のこの研究所の創立は1962年 4月と新らしい｡ し

か しこの研究所の前身である ThePanjabAgricult-

ural Collage& Researchlnstituteの歴史は1902年

に始まる｡Collage の方は 同じ Lyallpur にある

WestPakistanAgricu)turalUniversityと発展 して

写真4:建設中の AyubAgr.Res.Inst.

- 80-

いる｡従来の研究所の敷地と圃場

は大学側に残 り,あらたに近郊に

1,100エーカーの圃場をもつ大建

築がつ くられつつある (1964年 2

月現在)｡半砂漠の中に忽然と大

建築を立てならべるのは,新首都

Istamabadの例といい, この新

興国のお家芸 らしい｡完成の暁に

は,おそらく前述のIARIと比肩

する外観を 誇 りうる ものとなろ

う｡

研究所の組織は次の16の Sect-

ionか らなり,また多数の Sub-

stationを付属させている｡

i) Cereals& Pulses

ii) Cottoll



iii) Sugarcalle

iv) OilSeeds

v) Fodders

vi) Maize

vii) Agronomy

viii) Vegetables

ix) Fruits

x) PlantPhysiology

xi) Soils& Fertilizers

xii) Entomology

xiii) PlantPathology

xiv) AnimalNutrition& Biochemistr5'

ⅩⅤ) LivestockManagement

xvi) Statistics

作物別の各 Sectionでは,いずれ も Varietaltri-

al,育種,栽培実験一農民に対する啓蒙的な施肥鼠
施肥時期,除草などに関するものが主体で,とりたて

てみるべき内容に乏 しいようである｡ しか し,そC,7j中

では主作物であるコムギとワタについては研究歴も古

く,新品種育成にきわだって業績が多い｡

ワタでは1910年以降 GossyPiumhirsutumが導ノ､

されて,在来の G.arboreum(ttDesi"Cotton)より

も蓮に栽培面積が多 くなっているが,研究所の育種目

標 も主 として G.hirsutum を対象にして高収量品種

の育成に向けられているようであるO

コムギ育種関係の研究は多岐にわたる C 主Tご内容ノ壬

摘記すると,

i)地域適応三里品種uj育成 :肥沃地向,耐塁性,耐

湿,耐塩性 (Panjab地方一帯にかたっての草

要課題の一つである)｡

ii)耐病性品種の百 成 :さび病類 (Pucciniagra-

minus,P.glumarum,P.rubigovera) ヒ

黒穂病類(NevossiaIndica,Ustilagoiritica)

が主要病告で,外国産品種を導入して交紺を広

汎に実施 してい∴ ｡

iii)柿間および属聞交雑 :T.vulgare,'r.dicoc-

cu,m, T.duru77Z, rr.SPhaerococcum, T.

comZ)actum,T.Polonicum,T.み,ramidale,

'r.orientaleLつ相互交雑が 1956年以降行な,-チ

れているが,まだ実用的な後代をえていない｡

属問ではライムギとの交雑の後代を研究中であ

ノ⊃〕o

稲の研究は もっぱら Kala Shah Kaku uJ分場

(Lahore北方約11マイル)で行なわれてい/I/I,｡Cereal

SectionJjChiefであるMr.1:LA.Azizがこ こい

定圧者でもあ:17,｡1958-59年に日本から技術者 2,lj;

二二に滞在 して,いわゆるLj本式稲作を demonstra-

te した関係 もあって, 彼をはじめ耳鮎iの日本の稲作

に対す,7i,関 ,L､は深い.ただ し,その結果, H本式の方

法で 7,%前後増収 したが収支計算では在来C)JJ一法言い

もマイナスにTil〔たとのことである｡

品種改良はコムギの場合と同様に主な仕車であEl,

rq
1926年以来多 くの品種が選抜され,

また近年には交雑育種 も実地されつ

讃 っぁ言｡ 特に力をいれて い/7:" /根

"Basmati"と呼ばれる晩牡 でごく

細長い 型 (Swordshape)の 粗互

つけ,また耐塩性もある系統の百 子､】1

き て机 ,普及の面でもこれの種子増

写真 5:旧 PanjabAgr.Coil.&Res.Inst.,現在は

W.PakistanAgr.Univ.の本館

-I .q --

苑が要求さ汗ていた｡日本馬種 (合

蓬莱米)35種が導入されていて,耐

倒伏,耐肥性品種の母木 として使用
されている.

栽培面では唐橘が試みられていた

が, EastPakistan と追 って こい

地帯-レ)普及･J'j可能性はないよう･::

思われるOそZ)他′栽植密控,緑肥

施 用 (この効果大きい),漕灘時期,



後作などについての研究が進行中である｡またいわゆ

る品質の検定も興味深かった｡細長い米を良質とする

ことは他の国と変らないが, 結婚式や お祭の 時に食

べる ttzarda"や ttpulao日という菓子原料 としての

cookingqualityが重視されていて,煮た場合に形が

こわれず,表面にしわがよらない品種が最良質とされ

る｡上渇の Basmati系統はこの意味からも貴重とさ

れるものである｡

他の Sectionについては くわしく触れる紙数がな

いが,AgronomySectionでは輪作,要水量などの

試験と共にExtentionの元締めをなしている｡Fruit

Sectionでは,誤解をしていないとすると Citrusの

研究が主体である｡この地帯では SweetOrangeの

系統(ttMalta")が代表的に栽培されるが,Mandarin

系統 (ttSangtra")の中の ttKinnowHは ｢紀の国｣

(和歌山県)の看化転である｡

最後に研究所のスタッフは,所長の Dr.A.Huss-

ain(家畜栄養学者)以下約170名をこえる｡また W.

Pakistanにはこの研究所の他に独立 して, Tarnab

(Peshawar) と Tandojam (Hyderabad) にも

Agriculturallnstituteがあることを付記 してお く｡

5) TeehmicalDivision,DepartmentofRice,

MinistryofAgriculture(Bangkhen,Bangkok,

Thailand)

タイ国には農業の綜合的研究機関といったものはな

い｡ 水稲については農林省の DepartmentofRice

(この他に, Agriculture,Fisheries,Livestock

Development,RoyalForestの各 Departmentが

ある)に属する TechnicalDivisionで,農業機械,

育種以外の研究をつかさどっている｡育種関係の組織

はこれとは別に,同じDepartmentの RiceBreed-

ingDivision が綜轄 し, 全国各地に18か所の Exp-

erimentStationが品種保存,系統選抜,収量検定な

どを受けもっている｡ これらの地方の Experiment

Stationは俗に RiceE.S.と呼ばれるが, われわれ

の概念における稲作試験場ではな く,厳密には採種場

あるいは原種農場であることを注意 しておかねばなら

ない.ただし,Bangkhen',SamPatong,Pi-m aiの

Exp.Stationでは交雑も行なわれている｡ なおタイ

国には全国に10か所の Agr.ExperimentStation

があるが, これは Dept.ofAgr.の Research&

ExperimentStationDiy.に属 し,陸稲,果樹,疏

莱,その他すべての畑作物 (ゴムを除 く)についての

実験施設であり, ゴムについては別に RubberDiy.

に属する13か所の RubberExperimentStationが

存在する｡このように細分された行政組織に応 じて,

研究機関もこまか く縦割りされているわけである｡

さて,TechnicalDivisionは KasetsartUniver･

sity(農科大学)の 構内にあり, 同じ構内に Engi-

neeringDiy.や育種関係のBangkhenExp.Station,

Bangkhen Agr.Exp.Station および畜産関係の

諸施設もあり,いわば農業センターというべきところ

であろう｡ したがって研究関係の職員が大学の講義を

分担するのも珍 らしくはな く,また専攻学生が各研究

機関で卒業論文の指導を受けることも多い｡

- 82-

写真 6:SamPatongExp.Sta.

における交配風景

TechnicalDiy.には次の9つの Branchがある｡

i)SoilSurvey

ii)SoilFertility

iii)Chemistry& Radioisotope

iv)RicePatllOlogy

v)Entomology

vi)RiceScience& SeedTechnology

vii)AgronomicDevelopment



viii)RiceAgronomy

ix)TechnicalTraining

筆者はタイ国の滞在が長かったので,これらの研究

室を再々おとずれた訳であるが, SoilSurveyBra-

nchを除 くと, タイ国独自の謀,TPaに とりくんでいる

研究室がす くないような感をうけた｡SoilSurveyの

Branchでは Dr.R.L Pendleton の協力者であっ

た Dr.SarojMontrakulの精力的な活動がめだつ｡

全般の研究課題は i)施肥 量決定,ii)日長反応,iii)

イモチ病などが主な対象であるが,創立以後 10年ざこ

足 らず,施設,蔵書の不備などが原因して十分な成果

iL･あげるに到っていないように思われる｡上述U_)イン

ド,パキスタンなどの研究機関がイギリス人の研究方

法や施設を受けついだのに対 して,戦後にまったく独

自にスタ- 卜したタイ国のそれがやや見おとりするU.つ

もいたしかたないであろう｡

TechnicalDivisionには FAOが1963年からRice

Protectionの研究,訓練機関を付置し, 日本から高

橋治助,畑井直樹の両博士が滞在指導中であるO

6) ResearcharLdAgronmyBranch,Department

ofAgriculture,MinistryofAgr.皮 Cooperatives

(KualaLumpur,Malaysia)

Malaysiaにおける最大の農業研究機関は Rubber

ResearchInstituteofMalaya(KualaLumpur)て

あり,植民地時代にイギリス人所有のRubberEstate

ul)開発進展に積極的な役割を果 してきたが,今日でも

半官半民的な色彩をもちイギリス人研究者の勢力が強

いと聞 く｡

マラヤ人の営農対象である水稲をはじめ,ココナッ

ツ,果樹,畑作物, アブラヤシ等の基本的な研究,

SoilSurveyなどがこの農務省の両 Branchの任赤

である｡Rubberlnstituteの方が80名位の研究者を

ようするのに対 して,Dep.ofAgr.で20名前後とい

うことからみても,この国の農業におけるゴムの比重

がわかる｡

AgronomyBranchは各地に分布する試験場の監

督指導の 中枢的 機能をもち, 同時に栽培関係,農機

具, 家畜繁殖などについての応用的研究を行なう｡

Research Branchは基礎的研究 を専 らにするたこノ1

に,次のような Divisionに分けられている｡

i) Botany:ヤシ, ココア,水稲などについて

の育種に関する基礎的研究と,水稲生理や米質に関す

ろ研究｡

ii) Entomology:マラヤてこおける二大 作物 苦

虫,すなわち水稲 の Stem borersと ココナ ッツの

rhinocerosbeetle(Oryctesrhinoceros)に関す る

化学的,生物的防除が最大の関心である｡

iii) PlantPathology:稲の病害に対 しては, マ

ラヤではほとんど問題視されていなかったが,生理病

と考えられる PenyakitMerahについて線虫 との聞

達を農事試験場の国井喜章博士が研究中であった｡カ

カオ,柑橘について2, 3の病害がとりあげられ,ま

た植物防疫の面も重視しているようである｡

iv) SoilScience:マラヤにおける土壌園の作成

が主体であるようにみられる｡ ｢土壌調査方法はアメ

リカ合衆国農務省の土壌調査法によるもので,土壌分

類の基礎を土壌統に おき, 2ないし3の紋を一つ C,)

Association とし, これを 作図の単位と している｡

現在のところ,土壌図の作製は 1-2の州のみで,よ

うや く緒についたところである｣ (永井,本誌前EJ-,

p.110)｡ここには北海道農議の三宅正妃技官が指導協

力中である｡

Ⅴ) Chemistry:農産加工の研究室である｡

なお国井,三宅両氏の他に富山農試の望月正己博士

が野ネズミ防除の指導に当っていた｡(その後,国井,

望月両氏は帰国された)｡ こうした口二本からの Col0-

mboPlanExpertの他に2, 3のイギリス人も指導

しており,す く7㌧:くとも水稲に関 しては,こじんまり

iIはしているが一一一正胡 研究水準にあるといえようO

むしろ問題はここで研究された内容が各地の試験場

工おける具体的な栽培研究や,農民の技術とどう結び

つ く十･であろう｡これも本誌前号に白石代吉民らが述

べておられるように,研究上の中央集権的性格の強さ

が,現場の技術者の能力の低さと相まって,必ず しも

よい結果をうんでいないようである｡かって FAOか

ら派遣されて水稲の研究にあたった松島省三博士の業

績などは高 く評価 されているが, 同氏 が Tanjong

Karangの Exp.Stationで用意 した実験器具など

もその後は十分に利用されておらず,発展的研究がな

されていないとみられた｡マレー人研究者の能力を〔ノ〕

はすことこそ,今後の農業研究進展のかざであろう｡

最後に,ここで特筆してよいのは研究成二架の印刷刊

行がかなりよく行なわれて いることであるO現行uj

MalayanAgr.Journalの前身,Agr.Bull.ofthe
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FederatedMalayStatesの創刊は1912年であり,内

容の大部分が イギ リス人 の手に なるもので あるにせ

よ,東南アジア諸国における研究成果発表の現況から

して評価 されてよいことである｡

7) Agricultural ResearchStation,Dep.ofAgr.

(Peradeniya,Ceylon)

古都 Kandyの近郊, Peradeniyaの美 しい植物

園の中に位置する｡ 農務省の DeputyDirectorof

Research に直属 して, 正確 には農務省研究部 と

でもいうのかも知れない｡ 一般農業の研究 はここと

Rahangala(Gurutawa)および Maha llluppall-

amaの二つの RegionalStationが主 として▲行なっ

ているが,その他にも各地に小さな試験場が採種場あ

るいは展示国のような役割をしている｡筆者のおとず

れた中では, たとえば Horanaの試験場では その他

に PracticalAgr.Schoolを併設 して いた｡またチ

ャの研究所が Talawakela に,ゴム研究所が Aga-

1awattaに存在するが,いずれもそれ らの Estateの

所有者であるイギ リス資本の力が強 く,マラヤの場合

と同様に半官半民的機関の由である｡

さて,この研究部は Botany,PlantPathology,

Entomology,Chemistry,SoilConservation,Hor-

ticultureなどの Divisionによって組織されている

が,BotanyDivisionはさらに形式的にAgronomy
I

Physiology,Nutrition,PlantBreedingに分けられ

ている｡この Divisionは水稲関係の研究がもっぱら

で, しかも1955年以来,日本の ColomboPlanExp-

ertが栽培,育種の面で積極的に指導協力 したことが

よく知 られている｡現在は中国農試の坂本敏技官が滞

在中である｡

日本人研究者によって,生理病 (Bronzing),施肥

基準,光合成,日長感応度,育種の基礎的問題などに

ついて多 くの点が解明されたが,マラヤの場合と同様

に現地側技術者にこれを受けつぎ発展させてゆく能力

が乏 しいことがお しまれる｡また,この国の社会 ･経

済的実情から考えると,こうした研究成果が実際の水

稲栽培の中にどうやって消化吸収 されてゆ くかにも大

きな疑問が残る｡セイロンのみではないが,低開発国

技術援助のむずかしさであろう｡

ついでに,技術援助一般にわたる問題であるが,檀

開発国で 反収増加 などに研究の成果をあげても,少

しも日本の肥料や農薬の需要が増加しないことを理由

にして,技術援助に対する消極論が一部にあることを

聞いた｡技術援助の本旨か ら考えて的はずれな見解で

あることはいうまでもないが,異境で苦心 して研究に

従事 した人たちにとっても心外な意見であろう｡今回

の旅行の中で,筆者はインド,マレイシャ,セイロン

の農業技術援助の実態をみる機会をえた わけである

が,いずれも恵まれない研究環境の中であげられた研

究成果に敬意を表すると共に, こうした努力をうらざ

ることのないような技術援助に対する visionが確立

することを,切に望まざるをえない｡

8) 台中区農業改良場 (台湾台中市向上路)

旧台中農業試験場である｡台北にある農業試験所が

基礎的研究を主旨とするのに対 して,台中試験場が水

稲を主体とする栽培や育種の研究の-中心をなしてい

ることは昔とかわらないようである｡昔 と変 らないと

いえば建物の多 くも日本領当時のままで,あらたに作

物関係の研究室と省立の種子検査室などが増築された

ものと聞 く｡磯永富博士が研究 された木造の室 もその

ままになっている｡

水 ･陸稲,コムギ,サツマイモ,ナタネ,ダイズ,

トウモロコシ等の品種改良,栽培実験,病虫害防除,

農機具の改良などをとりあつかう農芸課と,豚と鶏を

対象に繁殖についての実験を行なう畜牧課とに分かれ

るが,後者は本場から離れた南屯区の分場で研究 され

ている｡

水稲品種の改良では台車65号を基本にして,これよ

りも早熟で 耐病性の強い品種の育成を 目的としてい

る｡台車176,178,179,180および183号などはこの目

的に近いものだという｡また本場で育成されたZndica

の台中在来 1号(TaichungNativeNo.1)は,Zndica

でありながら,超短梓で耐肥性 にとみまた多けつ性の

形質を持つ点などが注目される品種である｡熱帯アジ

ア諸国の水稲品種の交配母本として利用 される可能性

のあることを IRRIでも聞いた｡

水稲栽培の面では二期作や水田間作 (糊仔栽培)な

どに日本と異なる研究テーマをみる以外,わが国にお

ける研究課題がいずれも直ちにとりくまれている感が

する｡本場に紹介状を書いて頂いた台北の農業試験所

農芸系主任の謝順景博士をはじめ多 くの研究者が日本

の農業研究の実情と問題の所在にかなりよく通暁 して

いる｡ただわが国の場合とちがって,農村に十分な労

働力を持っているため,ひと昔前のわが国と同 じよう

- 84-



∴ 鷺約的 多朕稲作 ･.,'l JJ: .. =二一へ雷.'lT77/Jr･'隼tl三拝がT']:

･''よ/)にみ られ Ji二｡

9) ImtermationalRice ResearcIIImstitute(L()s

Ban°s,Laguna,thePhilippines)

1960年 に Ford と Rockefelleru)両財胞j上フ ィリ

L-:'ン政吋 との共同によ って創設 された この研究所の内

容 については,すでに 日本か らの研究者の往来 もはげ

しく, か左 りよ く知 られていr'-,I)で詳 しく述べ るまで

もli:いと思 う｡以下 に簡単 に紹介 しようo

Manilaか ら南-約40マイル,Universityofthe

Philippinesul)農学部 に憐接 して, 約 200haしっよ く

漉排水施設Jj二王封萌された閲私 研究室 の諸設備や環境

制禦室類, あるいはよ く分類 された図書類の完備を 含

､ノ〕て,当串 者が世界有数の農業研究所 というの も過言

IIはない ･:,)で ち ろう.

'ヽijn lgr.EngllleCrinR.

iゝ) Agr.Econolllics

Jj諸分野 に分れ,所長,i,)Dr.RIll.ChalldlELrJr.日

辛,アメリカ, オ-ス トラ リヤおよびアジアL'+国か ら

集 ま った数 上告L/Jス),!ッフが,それぞれの研究 に従 ■Jll-

し/ていろo ji-し)他 に,trainingprogram に参加 して

し､/''学_/ト:.Jj類 も多い｡ アジアにおける稲作面積U)約30

'/jを 古 さ十封挿 ]大陸/J.11ら参 加者が ない という ｢政治

的 舟情｣を除 けば, 研究者の 構成 悠文字通 り Inter-

nationalに近 く, j上位]J･らは PlantPhysiologylI

Biochemistry L/)JLljLLぞれJ工に任 研究者で ある lL川 1

,J,1滞~中小であった｡

研究内容の詳紬 について 述べ ろ紙 叛 も 左 目i:った

/7J:, 短 い滞 T:I-IFu日間 に汀 i-,7,ご く主観的な 印象によ∴

写,TfIiL-7:用RIの研究室机

研究 所 uj組織は,

i) Agrono my

ii) Plan tB reed ingandGenetics

iii) SoilScience

iv) PlantPathology

v ) Entomology

vi) PlantPhysiology

viュ) Biochemistry

I,例外 もf)ろが-一般t■軒 二′三日本

!､鉦 ;JILL::省の:'f;い分野に 上軒先水準

二i:J). を)ラ--一つ細廿'/.:主よ｡ノ†分野

,ノl

いう冊 た所 こそ,情 おtヒエ､t:/来 再 ア

ジ ア ノ王台JLJ)た熱吊稲 †′巨)全 般 仁 li

J1-I,,歳礎的左研究を柱 t=して +lJ/ノ

-,711I
い7-=い二点.l､うo∴畑 jJrJ?ジ 了,Jl-:兄漉

し て L ,一･Ⅰ そ しり二 ヒが l一日 海 工

A :-iIIRRIを 才JLlてTi:t.i,ト 了 ∴ i,)

:17,. こし)新 らしい 研 冗所が,独 自

)現Jr･/']嵩L,T壬,TLijtを全般的 にFJ.rmIEjLて汗

くた1日二鳥,もう少 し=駆臣)て-}ノ ),

.JVj でLit,ろう｡

本稿 には各国J)農 業大学 (農学I'llJ,'13)の事情について は

割愛 したが,そり学問的水準 は上のそ/iLぞれ C/jF;､｣J刃甘

美機関C/)水準 とほぼ parallelであるように且廿 日 J',O

視察談 というもIJ)は, どんな種類の もJ)であれ, 多

ノ小才L少かれ孟難平と一面 的観察をおかす宿命みたい左 も

)つがおろに f=,がいない｡本不rLrIJ'もまたそれを免れていろ

'=･さま思 わないが,何 らかの参考 になれば幸 いでL,七,i:,O

し ! -
(


